
常点灯理論

モーターは定電圧方式と同様に実質電圧が１．５Ｖ以下に

なると停止しますが、細いパルスをダイオードで整流して、

コンデンサで平滑にすると、ＬＥＤを点灯させることができる。

ＰＷＭ（パルス幅変調）方式は定電圧方式と下図の通り違う。
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③TOMIXの製品回路図

①KATOの製品回路図

②KATOの改造回路図
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規則：右側のレールが＋で点灯

改造：ﾀﾞｲｵｰﾄﾞとｺﾝﾃﾞﾝｻが必要

常点灯回路図



③平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻ

周波数３７ｋＨｚのパルス幅変調なので、０．０２７ミリ秒。

直流にするには、時定数τはその１００倍が必要。

Ｃ＝τ／Ｒ＝０．００２７／５７０＝４．７μＦ

ＬＥＤと並列に入れるので、耐圧６．３Ｖ用で充分。

→村田製作所の２０１２サイズは厚みが１．２５ｍｍ

①制限抵抗

通常のＬＥＤは最大定格電流が３０ｍＡなので、

電圧１２Ｖで２０ｍＡの電流を流すには

抵抗＝電圧÷電流＝１２÷０．０２＝６００Ω

→５７１（５７×１０＾１）＝５７０Ωを使う。

→KATOの製品に既に付いているので流用

②整流ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

電圧降下がないショットキーバリアダイオードが一般的。

最大定格電流が１Ａのチップダイオードは厚みが２ｍｍ。

ＬＥＤは最大定格電流が３０ｍＡなので、３０ｍＡ用で充分。

電圧１２Vのパルス幅変調なので、耐圧３０Ｖ用で充分。
→ロームの小電流整流用は厚みが０．６ｍｍ

常点灯回路部品


